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委員の意見を受けて再度、町で検討し、議会に諮った内容を第３回連絡協議会で協議する。

matsubara
テキストボックス
するため、道の駅全体をト



ーニング計画案で良いと。また、これに周辺農地の活用、食の開発等を付加していけば魅力的な道の駅

になる。

◇山陰道の高架下空間を上手く活用する必要がある。

◇バイオマス等を活用した環境にやさしい施設整備に取り組む必要がある。

◇少子高齢化の現状を踏まえると、子どもや女性のみならず、シニア世代もターゲットにした方が良い。

◇バーコードの読み取りによる情報提供など、ICTや IoTを活用した施設整備が望まれる。

◇ふるさと納税の産品を道の駅で直接食べられるようにすれば、将来的に町の収入アップにつながる。

◇再整備にあたっては、北エリアと南エリアの行き来（動線）についても配慮しておく必要がある。

【南エリアに関する意見】

◇授乳室やトイレは、屋内遊具(キッズスペース)に近接した位置に配置すべきである。一方、ドライバー

がゆったりとリラックスできるよう、休憩スペースはある程度離した方が良い。

◇北栄町特産のイチゴやブドウを活用した店舗を設けてほしい。

◇道路利用者は、ある程度規模の大きな道の駅に立ち寄る傾向にある。このため、現状の計画区域を東西

方向に拡張し、その中に多数のテナント店を設置すれば、賑やかな道の駅になる。

◇ブドウ畑の観光農園化など、周辺の既存農地を上手く活用すべきである。

◇コ　ンビニエンスストアを誘致すれば、集客性が大幅に高まる。

（コンビニエンスストアがあれば、キャンプ場利用者が必要とする日曜雑貨や、子どもが怪我をした際の

救急用品等が手軽に入手できる。）

◇駐車場～店舗間を楽しく歩けるような工夫が必要である（例：コナン像の設置、花壇の設置など）。

◇イルミネーションを設置し、夜間景観を演出してみてはどうか。

◇屋内遊具は子ども達に人気の施設であるが、子どもの数は年々減っている。このため、幅広い年齢層が

楽しめるよう、インスタ映えする遊具や、トリックアート等を設置してみてはどうか。

◇道の駅には、地域の観光やサービス案内を行う「案内人」を常駐させる必要がある。

◇ブドウ、ラッキョウ、長いも等の地域資源を季節ごとに活用すれば、リピーター客の増加が見込める。

◇芝生広場にイベントスペースがあれば、特産物料理体験、マルシェなどの多目的な利用が可能になる。

【北エリアに関する意見】

◇美しい海浜景観の活用により、多様なアウトドア体験が可能となる。

◇有料施設（例：こどもの国のような遊具）を設置し、町に金が落ちるような仕組みを構築すべき。

◇当該地が「日本の白砂青松百選」に選定されるよう取り組んでいくべき。

◇町内宿泊者の利便性向上のため、バンガローの増設を望む。また、ツーリング客の利用も踏まえ、道の駅

内にバイクショップ（バイクのメンテナンスが可能なショップ）を併設すれば、ライダー達の宿泊・

立寄り拠点にもなる。

◇場内にアスレチック遊具があれば、大人がテントを張っている最中でも、子ども達が自由気ままに遊ぶ

ことができる。

（2）視察について

◇道の駅「北条公園」と同等規模の事例を視察先として選定すべきである。また、立地条件については山間

部よりも海浜部に位置する道の駅の方が良い。

◇集客性の低い道の駅の視察についても、その理由や状況を把握する上で有効である。

matsubara
テキストボックス
コンビニエンスストア













matsubara
四角形

matsubara
四角形



matsubara
四角形

matsubara
四角形



matsubara
四角形



matsubara
四角形

matsubara
四角形

matsubara
テキストボックス
整備イメージ





matsubara
テキストボックス
松原・阪本




